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所蔵資料から見えたこと ー西見前村の馬飼育ー 八木光則（西部公民館） 

西見前村は盛岡市の南部にあり、近郊農村として馬の飼育がさかんでした。明治10年（1877）の『馬帳』によれば、

村内131戸のうち125頭の馬が飼育されており、ほとんどの家で馬が飼われていたことがわかります。 

『馬帳』には、馬尺（馬の大きさ、4尺を規準に寸で表示）・毛の色・雌雄・馬齢・所有者戸番・氏名が記載され、ど

のような馬が飼育されていたかがわかる好資料です。若い馬に大きい馬尺が多く、西洋種が導入されつつありました。 

『馬喰鑑札更新文書』には、馬匹の売買には１円の「馬喰稼税」という免許税を払って鑑札を受ける必要があった事

が記され、西見前村では何人も鑑札を受けています。 

西見前村は、馬に関わりの深い村であったことが、これらの文書からよくわかります。 

 
 

大ヶ生金山産の金鉱石 

 

馬帳 

馬喰鑑札更新文書 

◎馬の大きさ（馬尺） 

馬尺（前足から肩まで）が4.5

尺（１.36m）以下の中形馬が7割

を占めています。5尺（１.5m）

以上は西洋種が導入されていた

ことを示しています。 

◎馬の年齢（馬齢） 

10 歳以上の馬が 3/4 を占

め、高齢化が進んでいまし

た。3歳馬の多くは5尺以上

で、大形馬を新たに生産する

動きもみられます。 



 

盛岡市所在指定文化財紹介 ⑨ 

 

盛岡市指定文化財  

石造
せきぞう

十六
じゅうろく

羅漢
ら か ん

 付 五智
ご ち

如来
にょらい

 

昭和54年(1979) 

8月1日指定 

盛岡市 

 

江戸時代の盛岡藩の4大飢饉といわれる元禄・宝暦・天明・天

保の大凶作によって、領内には多くの餓死者がでました。祇陀

（ぎだ）寺14世天然和尚は、その悲惨な餓死者を供養するため

に、十六羅漢・五智如来の合計21体の石仏建立を発願しました。 

そして領内から浄財の喜拾を募って、天保 8 年(1837)工事に

着手しました。下絵は藩の御絵師狩野林泉が描き、石材は市内の

飯岡山から切り出し、藩の御用職人の石工7 人が3 年かかつて

荒刻みを行い、北上川を舟で渡して、建設場所の祇陀寺末寺の宗

龍寺境内に運び入れ、最後の仕上げをしたと伝えられています。

こうして起工から13年目の嘉永2年(1849)に、発願した天然和

尚の孫弟子にあたる長松寺13世泰恩和尚のときに、ようやく竣

工をみるに至りました。しかし、宗龍寺は、明治維新後に廃寺と

なり、明治17年(1884)に盛岡の大火で寺院も焼失し、現在は21

体の石仏群を残すのみです。 

   

引用資料/  

盛岡市教育委員会 ｢盛岡の文化財｣ 1997 

 

行事報告(9月29日) 

史跡・文化財めぐり「歴史の街道散歩」 

～ ～ 

昔の暮らしを見つめてみよう 

－学校や地域活動団体などへ－ 

農具･民具を貸出します! 

資料が身近になると

いろいろなことがみえてくる

「農具・民具を貸出します！」 

を利用して 

 

盛岡市の山王児童センターの図工クラブでは、

このほど都南歴民の民具をお借りして写生をし

ました。電気のない時代のアイロンやカンテラ

は、子ども達にはとっても不思議！また、糸巻き

を見ながら糸から布が出来るまでを聞いて、昔

の暮らしを想像しながら楽しく描きました。 

図工クラブ講師 

飯坂真紀さん 

 

炭火アイロン         糸巻き 

 児童の作品の一部 

 

 



 

資料は語る  ⑨箕
み

         資料館の収蔵資料をひとつ取り上げて紹介します 

 
箕                         法量（cm） 

 

 

 

 

引用資料／ 田原虎次 ｢稲作における農機具の変遷｣ 農林水産技術会議事務局 1990 

      「日本の生活道具百科4 働く道具」 河出書房新社 1998 
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